
市からのお知らせ・情報は
こちらから

メール配信サービス
　防災、気象、防犯・学
校情報は刈谷市メール配
信サービスをご利用くだ
さい。

ホームページ
　記事に記載してあるID
をトップページで検索す
ると関連ページが見られ
ます。また、声の市民だ
より（音声データ）も利
用できます。

▲トップページ ▲声の市民だより
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※対 どなたでも、 定 特になし、 ￥ 無料の場合は省略。
※申  はメニューの便利機能タブ､ 予約ボタンから申込み。
※あいち電子申請・届出システムは、一部のスマホなどで
　利用できない場合があります。

時 期間・日時
講 講師・指導
￥ 費用・受講料
他 その他

場 場所・会場
対 対象・資格
持 持物・服装
問 問合せ

内 内容
定 定員・募集数
申 申込み・応募

 HP検索用番号

カンガルールーム　 　1012227
　マークの記事はカンガルールームで6カ月以
上の未就学児をお預かりします。
※利用は市内在住、在勤または在学の人のみ。

市制施行75周年イベント　 　1019220
　マークの記事は市制施行75周年に関連するイ
ベントです。

表紙の裏 側
　ミササガパークのガーデンフェスタで行われた薪割り体験。
天候にも恵まれ、多くの家族が
汗を流しながら挑戦していまし
た。参加者は「山や森に行かな
いとなかなかできないので、近
くの公園で子どもに体験させて
あげられてうれしい」と楽しん
でいました。

　4月18日に、今回で66回目となった刈谷市長杯総合
体育大会の総合開会式に出席しました。開催に向けて
ご尽力いただきました関係者の皆さまにお礼を申し上
げます。来年度には、アジア・アジアパラ競技大会が
愛知県で開催され、本市もサッカーと車いすラグビー
の競技会場となる予定であり、大会のPRに力を入れて
まいります。本市にゆかりのある多くの選手が活躍し
ていただけること、本市のスポーツがますます盛り上
がることを期待しております。

市長メッセージ

市民だよりの配布について
　4月15日号より、これまでの地区委員による
配布から、ポスティング業者による配布に変わ
りました。市民だよりが届かないなどの問い合
わせは広報広聴課（☎︎62-1001）へ。

稲垣 武 市長 ▲市長杯返還の様子

5 つなぎの学び舎受講者募集、
刈谷国際音楽コンクール
ファイナルガラコンサート

6 戸籍の氏名の振り仮名、
市議会6月定例会、
文化工房かりや第9回企画公演
オリジナル市民劇

7 認知症家族支援プログラム、
なるほど健康情報、
ねんきん情報プラスワン

8 キー坊の環境講座、
大雨から守ろう大切なまち

4 福祉の各種手当

12 健康ガイド
13 6月の日曜等当直医
14 6月の相談
15 6月の日曜等水道工事日直　ほか

〜11 募集、知識・教養、文化・芸術、
スポーツ、子育て、健康・医療、
催し、暮らし

9
・・・・・・  情報コーナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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刈谷ですてきな活動をしている人を紹介します！

の原動力！

先進的な経営方式が評価
　「推薦してくださった皆さんに感謝するとともに、その期
待に応えることができてほっとした」と話すのは、全国果樹
技術・経営コンクールで農林水産大臣賞に次ぐ農林水産省局
長賞を受賞した永田さん。果樹の生産技術や経営方式などを
評価し、他の模範となる先進的な農業経営体を表彰するコン
クールで、西三河農林水産事務所などに推薦され、見事受賞。
「他にも先進的な経営を行っている農園がたくさんある中、
推薦を受けたときは本当にうちで良いのかと思ったが、評価
してもらえてうれしかった」と喜びを口にしました。

情報の少ない「知る人ぞ知る農園」
　永田さんの推薦理由で、かつ最も特徴的な経営面は、他の
直売店では見られない合理的な販売方式をとっていること。
お客さんはほとんどが固定客で、前日までに予約された分を
収穫し、当日に事務所で引き渡しをするのみとなっており、
これがより計画的な収穫を可能にしています。また、SNSな
どでPRする農園も多い中、永田さんはそういった活動をしな
いことで情報がないという魅力を生み出し、ファンの間では
「知る人ぞ知る農園」というイメージが定着しています。
　デラウェアや巨峰、シャインマスカットなどのメジャーな
品種のブドウをよりおいしく作ることを心掛けている一方、
収穫後の箱詰めにもこだわりがあり、「収穫した人と箱詰め
した人が異なると味がばらついてしまう。園主が採って園主
が詰めることで味が揃うと考えており、それがお客さんとの
信頼関係につながっていると思う」と話します。

体が動く限り、農園を守りたい
　毎年買いにきてくれるお客さんに直接会って、前年のブド
ウの話をすることが楽しみで、「七夕みたいに年に1度だけの
やりとりの方もいる。ブドウが何百人ものお客さんと自分を
つなげてくれている」と笑顔で話します。
　今後の目標は、生産性の高い農園の環境を維持し、品質の
高いブドウを作り続けていくこと。「刈谷北部のきれいな環
境でブドウ作りができている。体が元気な間はこの環境をし
っかり守っていきたい」と意気込みます。これからもお客さ
んの笑顔を見るため、永田さんはブドウという天の川の橋を
架け続けます。

　農園を継いだころから空手と
居合道に取り組み始め、空手
は4段、居合道は5段の腕前で
す。

釣りは夢とロマン 15年以上続ける武道

大の釣り好きで、メインは磯
釣り。大物を求めて高知県まで
行くことも。

第26回全国果樹技術・経営コンクール
農林水産省局長賞受賞

永
ながた

田 広
ひろとし

敏 さん

プロフィール
　井ケ谷町在住、56歳。北部生涯学習センター
の隣で永田農園を経営。市果樹組合の要職も歴任
し、新規就農希望者や農業大学校生など後進の指
導にも力を入れている。
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